
認知症対応型グループホーム 南天

第12回 運営推進会議 資料

令和5年9月



運営およびサービス提供の方針

• グループホーム 南天の理念

居心地よく自由に過ごしていただくために

①病気を理解し、症状と上手に付き合います

②仲間同士で支え合います

③地域社会とのつながりを大切にします

④将来のケア計画を立てておきます

⑤将来の意思決定の計画を立てておきます



運営およびサービス提供の方針

• サービス提供の方針

『３つのＳ』

1.（共感的視点） 認知症をよく理解します

2.（意思の尊重） 常に尊厳と権利を尊重します

3.（ご本人主体） ご本人主体の介護を行い

ＢＰＳＤ（行動・心理症状）の予防に

努めます



運営およびサービス提供の方針

• サービス提供の方針

『４つのＨ』

1.Healthy（健康・元気）

2.Happy（幸せ）

3.Hope（希望）

4.Hospitality（気遣いと思いやり）



利用状況

令和5年3月～令和5年8月

月別入居者数

月 男性 女性 合計

3 4 13 17

4 4 13 17

5 4.5 13 17.5

6 5 13 18

7 5 12.6 17.6

8 5 12.7 17.7



要介護区分

介護度 人数

要支援2 0
要介護1 2（3）
要介護2 3.7（2）
要介護3 8（9）
要介護4 2（2）
要介護5 2（1）

令和5年8月時点

平均要介護度 2.9（前回2.8）



地域別利用者数

• 大府市内    16名

• 東海市   1名

• 知多市

• 東浦町   1名

令和5年8月31日時点

定員：18名



職員体制
職種 常勤 非常勤 計

1.管理者 1名※1 1名

2.計画作成担当者 1名※2 1名

3.介護職員 7名 １0名 17名

（※1）計画作成担当者と兼務
（※2）管理者と兼務

令和5年8月末状況



ご入居者様の一日の流れ



研修等職員の資質向上のための
取り組みの状況

• 介護実践に必要な観察のポイント 9月19日

• 介護のための薬の知識 11月15日



居宅介護支援事業所との連携

• デイパーク大府居宅介護支援事業所

• 介護プランくるみ

• ケアプランさわやか愛知

• ケアサポートＧｒｅｅｎ

• 菜の花

• ネットワーク大府居宅介護支援事業所

• 大府の郷居宅介護支援事業所



レクリエーション等の実施状況

• 散歩（随時）

• 集団レク

体操、ボール遊び、棒体操、合唱

• 個別レク

習字、手芸、塗り絵、切り絵、パズル

• 外出（買い物）レク

• お楽しみ会（お誕生日会）

毎月１回実施



レクリエーション等の実施状況



レクリエーション等の実施状況



イベントの実施状況

7月27日、18時から19時30分まで、共和病院外来駐車場で盛大に行われ、南天の
入居者様も楽しく参加されました。



日常生活の自立支援



ボランティア団体等との
連携・協力状況 

※新型コロナウィルス感染症対策のため受入

  中止していましたが、今後再開予定です。

※職員による腹話術ボランティア

8月13日



食事提供における取組
• 行事食＆イベント食＆リクエストメニュー

6月19日（月）「父の日」

昼食：天ぷら（あなご、かぼちゃ、ししとう）

7月19日（水）

昼食：ローストビーフ、冬瓜の翡翠煮、抹茶ゼリー、清まし汁

7月27日（木）「盆踊り」

昼食：うなちらし

8月8日（火）「夏メニュー」

昼食：夏野菜カレー、福神漬け、マカロニサラダ、すいか

9月14日（木）「敬老の日」

昼食：さんまの塩焼き、冬瓜のそぼろ煮、ほうれん草の和え物、清まし汁



食事提供における取組

7月19日

昼食：ローストビーフ、冬瓜の翡翠煮、
抹茶ゼリー、清まし汁

8月8日
『夏メニュー』

昼食：夏野菜カレー、福神漬け、
マカロニサラダ、すいか



食事提供における取組
（9月25日～10月1日の週間献立）



事故・ヒヤリハット報告

• 異食（87歳 男性 要介護3）

発生日時：令和5年7月12日（水） 15時30分

場所：2階食堂

内容：15時よりスタッフ1名にておやつの見守りを行っていたが、

（他スタッフはミーティングを実施）15時30分にスタッフが

ミーティングから戻り食堂に入るとご入居者がホワイトボード

消しの中身（スポンジ部分）を食べているのを発見する。

スタッフ2名で口腔内のスポンジを全て取り除き、窒息がないか

様子観察を行う。その後、むせ込みや嘔吐、息苦しさは見られず。

今後の対策：スタッフの見守りが手薄なときには周辺に口に入りそうな

物は置かない。やむを得ず置く場合は使用後必ず片付け、チェック

を行う。

2024年



事故・ヒヤリハット報告

• 転倒（90歳 女性 要介護2）

発生日時：令和5年7月20日（木） 19時30分

場所：2階食堂洗面所付近

内容：2階事務所にいたスタッフが他入居者様の大きな声を聞きかけ

つけると、食堂洗面所のドアにもたれかかるように床に座っている

ご入居者様を発見する。夜勤スタッフは排泄介助中でトイレに

行っていた。痛みの訴えはなく手引き歩行にて椅子に座って

いただく。移動時は歩行器を使用することになっているが、

使用の形跡がないためご本人に使用を促すが返事はなかった。

口元に内出血があるのを確認するが、ご本人はそっとしておいて

と怒られる。夜勤スタッフに様子観察を依頼する。

今後の対策：歩行時の歩行器の使用の徹底。

歩行器が使いづらい場合は杖の使用も検討する。

2024年



認知症マフについて

• 認知症マフによる入居者の方への心身のスト
レス軽減について

2024年



苦情報告

• 特になし

2024年



質疑応答

• 7月8月とコロナとインフルエンザの流行が見

られているので引き続き、予防に努めてほし
い（市川様）

• 認知症マフの導入を希望します（ご家族様よ
り）

→スタッフが作ったもので開始

2024年
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